
令和 6年度 第 3回 富塚小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

 

１ 開 催 日 時  令和 6年 11 月 28 日（木） 14 時 00 分～15 時 00 分 

２ 開 催 場 所  富塚小学校 会議室 

３ 出 席 委 員  吉原 忍、鈴木 秀俊、萩原 孝英、久保田 智彦、鈴木 佐知、笠原 大輔、 

平出 裕美子 

４ 欠 席 委 員  小宮山 文博、髙橋 麻由美 

５ オブザーバー  門奈 保典（富塚協働センター）、小楠 佳子（地域代表） 

６ 学校支援コーディネーター 鈴木 敦子 

７ 学 校  村松 一彦（校長）、古宮 康子（教頭）、池内 伸彰（教務主任）、 

新田 久美子（ＣＳディレクター） 

８ 教育委員会  鈴木 陽子（教育総務課） 

９ 傍 聴 者  なし 

10 会議録作成者  ＣＳディレクター 新田 久美子 

11 議長の選出 

  司会の教頭から、議長の選出について委員に意見を求めたところ、鈴木秀俊委員が本日の議

長を務めることを申し出、全員異議なくこれを承認した。 

 

12 協 議 事 項 

（１） キャリア教育について 

 

13 会 議 記 録 

  司会から、委員総数９人のうち７人の出席があり、過半数に達しているため、会議が成立し

ている旨の報告があった。 

 

（１） キャリア教育について 

   議長の指示により、教務主任から全国学力・学習状況調査の結果について、続いて教頭か

ら本校のキャリア教育について説明があり、委員からは以下の発言があった。 

 

  ・富塚小の子供たちはいろいろな力を持っているのに、自分で考え自分で取り組む力が弱い

というのはなぜなのか。取り組み方が分からないのか、それとも問題解決の方法が分から

ないのか。（萩原委員） 

   → 夢を持っているかなどの大きな問いには答えやすいが、小さなステップ、目の前の事

柄に対する努力のやり方がつかめていないのかもしれない。（鈴木秀俊委員） 

  ・いろいろな分野で活躍している人の話を聞けば、具体的に何をすればよいのか、実現の方

法が分かるかもしれない。人から教えられるのではなく自分自身でこうすればよいという

ことを発見できるとよい。（萩原委員） 



  ・浜松市のキャリア教育では、目標を立てて振り返りを行うということをすでにやってい

る。今やっていることはすごいことだと思うので、そのまま続けていってほしい。（久保

田委員） 

  ・子供たちは、夢を持っているけれどまだ遠いところにある。目標は立てているが、達成し

て終わっていると思う。その後どうしたらよいかを反省したり熟考したりすることが大切

なのではないか。クラブ活動もみんな真面目に頑張っているが、楽しかったね、で終わっ

ている。その先を想像する力が乏しいのかもしれない。振り返り、その先を考え言葉に表

す時間がもう少しあるとよい。そのような経験を積み重ねてほしい。（鈴木佐知委員） 

  ・富塚の子は落ち着いていて真面目であるが、クラブ活動の様子を見ていると、楽しいのに

すごく静か。表現力が乏しいのではないかと少し気になっている。中学校のアンケートな

どでも、優秀な子が多いのに自己肯定感が低いということがあるようだ。このことが自分

で考え取り組む力が弱いということにつながっているのかもしれない。チャレンジする気

持ちがどれくらいあるのか見えにくい。失敗してもいいからやってみようという気持ちを

もつことが必要なのではないか。（学校支援コーディネーター） 

  ・キャリア教育については今やっていることを継続してもらいたい。新たな取り組みを増や

す必要はないように思う。（笠原委員） 

  ・１年生の早いうちから、目標を立てたらそのためにどう頑張っていくかを考えることを習

慣にさせればよいのではないか。夢だけではなく日々の目標を達成するためにどうすれば

よいか、その過程を常に考えさせることが大切だと思う。（平出委員） 

  ・「ワンピース」という漫画があるが、その主人公のルフィは「海賊王になる」ことを目指

していてゴールがはっきりしている。自分の強みも弱みもよく分かっていて、海賊王にな

るために自分の強みを生かして、また弱みは仲間に補ってもらいながら進んでいく。先程

自己肯定感の話が出たが、その上に自己効力感という言葉がある。自分ならできると信じ

ることはとても大切なことである。子供たちには、自分で思っているだけではなく夢を言

い続けてほしい。自分の強みを知ってそれを生かしていってほしいと思う。（吉原会長） 

  ・人生で一番悩んだのは大学を卒業するにあたって自分に何ができるかを考えた時である。

最終的には自分の好きなこと、これなら一生続けられそうだと思うものを選んだ。好きな

ことや得意なことをやって褒められるとうれしい。一言褒めるのは大事なことだと思う。

周りから褒められることによって、自分の強みを見つけられるのではないか。（萩原委

員） 

 

報告 

 学校支援コーディネーターより、２学期これまでの活動報告があった。 

 ・藤本陽子さんの講演会を行った。 

 ・１、２、３年生の校外学習では学習支援ボランティアを募集した。 

 ・１０月３１日、１１月７日にクラブ活動を行った。１６の充実したクラブの活動ができた。 

 ・１１月の週末にボランティアを募集して草取りを行った。 

 ・浜松へちまプロジェクトから種をもらって栽培し、へちまスポンジを作った。 



・今後は琴教室、雅楽教室、５年生児童と一緒に花壇作り、つくし学級さつまいもパーティー

などの活動を予定している。 

 

その他の報告事項 

  会長から、学校運営協議会自己評価表についての説明と 12月 16 日（月）までに提出していた

だきたい旨の確認があった。 

 

また司会から、 

・次回会議を令和 7年 1月 31 日（金）14 時 00 分から富塚小学校会議室で開催すること 

・次回の議長について 

の確認があった。 


